
                                            

        

    

ＢｒａｖｏＢｒａｖｏＢｒａｖｏＢｒａｖｏでででで作画作画作画作画するするするする    
 

下図下図下図下図のののの作成作成作成作成をををを例例例例にとってにとってにとってにとって画面作成画面作成画面作成画面作成からからからからモニタリングモニタリングモニタリングモニタリングまでのまでのまでのまでの手順手順手順手順をををを示示示示しますしますしますします。。。。    
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
（初めてＢｒａｖｏを使用する方でも、６～８時間の実例トレーニングメニューです。） 
 
 
 



ＢｒａｖｏＢｒａｖｏＢｒａｖｏＢｒａｖｏでででで描画描画描画描画するするするする手順手順手順手順。。。。    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

        

 

 

    

    

    

        

    

    

環境設定環境設定環境設定環境設定    
ホームディレクトリホームディレクトリホームディレクトリホームディレクトリのののの指定指定指定指定  

ビューデザイナービューデザイナービューデザイナービューデザイナー    
モニタリングモニタリングモニタリングモニタリング画面画面画面画面のののの作成作成作成作成    

イベントデザイナーイベントデザイナーイベントデザイナーイベントデザイナー    
イベントイベントイベントイベントのののの描画設定描画設定描画設定描画設定    

データロガーデータロガーデータロガーデータロガー    
グラフグラフグラフグラフののののデータデータデータデータ登録登録登録登録    

データロガービューデザイナーデータロガービューデザイナーデータロガービューデザイナーデータロガービューデザイナー    

グラフグラフグラフグラフのののの描画設定描画設定描画設定描画設定    

デバイスサーバデバイスサーバデバイスサーバデバイスサーバ    
ＰＬＰＬＰＬＰＬＣＣＣＣとのとのとのとの通信設定通信設定通信設定通信設定    

タグマネージャタグマネージャタグマネージャタグマネージャ    
デバイスデバイスデバイスデバイスのののの指定方法指定方法指定方法指定方法    

ビュービュービュービュー    
    
モニタリングモニタリングモニタリングモニタリング  

イベントイベントイベントイベント    
ビュービュービュービュー  

モニタリングモニタリングモニタリングモニタリング  

データロギグデータロギグデータロギグデータロギグ
ビュービュービュービュー  

モニタリングモニタリングモニタリングモニタリング    

デバイスサーバデバイスサーバデバイスサーバデバイスサーバ タグタグタグタグマネージャマネージャマネージャマネージャ

データロガーデータロガーデータロガーデータロガーのののの実行実行実行実行    

グラフグラフグラフグラフののののデータデータデータデータ収集収集収集収集    

「「「「ビュービュービュービュー」」」」・・・・「「「「イベントビューイベントビューイベントビューイベントビュー」」」」・・・・「「「「データデータデータデータ

ロギングビューロギングビューロギングビューロギングビュー」」」」の実行以前に、「「「「タグタグタグタグ

マネジャーマネジャーマネジャーマネジャー（デバイスの指定方法）」」」」の

更新、「「「「デバイスサーバデバイスサーバデバイスサーバデバイスサーバ（PLCとの通信

設定）」」」」の実行が必要です。 



ホームディレクトリの指定 

ホームディレクトリホームディレクトリホームディレクトリホームディレクトリのののの指定指定指定指定    （（（（環環環環境設定境設定境設定境設定））））    
＊＊＊＊ホームディレクトリホームディレクトリホームディレクトリホームディレクトリとはとはとはとは、Ｂｒａｖｏ、Ｂｒａｖｏ、Ｂｒａｖｏ、Ｂｒａｖｏ各種各種各種各種データデータデータデータをををを保存保存保存保存、、、、管理管理管理管理するするするするディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリですですですです。。。。 
新プロジェクトの「ホームディレクトリ」を指定するには、「環境設定」のアプリケーションを 
立ち上げます。 
デスクトップにある、Ｂｒａｖｏのフォルダをダブルクリックし、 

  をダブルクリックすると、アプリケーションが開きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「環境設定」：アプリケーション立ち上げ完了。 

 



 
      

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

設定が終了したら、  をクリックします。 

個別にディレクトリ設定する場合。 設定しない場合「現在のホームディ

レクトリになります。 



          モニタリング画面を作成する方法 

次のモニタリング画面の作成をする場合．以下の手順で行ってください。（対象ＰＬＣ：三菱シーケンサ） 

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
手順手順手順手順１１１１．．．．モニタリングモニタリングモニタリングモニタリング画面画面画面画面のののの作成作成作成作成    （（（（ビューデザイナービューデザイナービューデザイナービューデザイナーをををを使用使用使用使用しますしますしますします。。。。））））    
手順手順手順手順２２２２．．．．モニタリングモニタリングモニタリングモニタリング画面画面画面画面のののの表示表示表示表示    （（（（ビュービュービュービューデザイナーデザイナーデザイナーデザイナーにてにてにてにて作成作成作成作成したしたしたした画面画面画面画面をををを表示表示表示表示するにはするにはするにはするにはビュービュービュービューをををを立立立立ちちちち上上上上げるげるげるげる必要必要必要必要

がががが有有有有りますりますりますります。。。。））））    

＜使用するデバイスを仮に下記のように設定したものとして進めます。＞ 

Ｍ１１３ ﾊﾞﾙﾌﾞ開ﾗﾝﾌﾟ Ｍ１３０ 攪拌機 ON ｽｲｯﾁ Ｄ１０２ ﾚﾍﾞﾙ設定槽１Ｌ表示 

Ｍ１１０ ﾊﾞﾙﾌﾞ開ｽｲｯﾁ Ｍ１３１ 攪拌機 OFF ｽｲｯﾁ Ｄ１００ ﾚﾍﾞﾙ設定槽１ｸﾞﾗﾌ表示 

Ｍ１１１ ﾊﾞﾙﾌﾞ閉ｽｲｯﾁ Ｍ１３２ 攪拌機確認ｽｲｯﾁ Ｄ１０６ ﾚﾍﾞﾙ設定槽２Ｈ表示 

Ｍ１１２ ﾊﾞﾙﾌﾞ確認ｽｲｯﾁ Ｍ２０ 槽１供給ﾗﾝﾌﾟ Ｄ１０７ ﾚﾍﾞﾙ設定槽２Ｌ表示 

Ｍ１１８ ﾎﾟﾝﾌﾟ ON ﾗﾝﾌﾟ Ｍ１２０ 槽１供給ｽｲｯﾁ Ｄ１０５ ﾚﾍﾞﾙ設定槽２ｸﾞﾗﾌ表示 

Ｍ１１５ ﾎﾟﾝﾌﾟ ON ｽｲｯﾁ Ｍ２５ 槽２払出ﾗﾝﾌﾟ Ｍ３０ ｲﾍﾞﾝﾄ画面へのｳｲﾝﾄﾞｳ切替 

Ｍ１１６ ﾎﾟﾝﾌﾟ OFF ｽｲｯﾁ Ｍ１２５ 槽２供給ｽｲｯﾁ Ｍ３１ ｸﾞﾗﾌ画面へのｳｲﾝﾄﾞｳ切替 

Ｍ１１７ ﾎﾟﾝﾌﾟ確認ｽｲｯﾁ Ｍ１０２ 槽１ﾚﾍﾞﾙＬﾗﾝﾌﾟ   

Ｍ１３３ 攪拌機 ON ﾗﾝﾌﾟ Ｍ１０６ 槽２ﾚﾍﾞﾙＨﾗﾝﾌﾟ   

槽１レンジ０～５００ 槽２レンジ０～１００とします。「グラフ作成画面」参照 

＊割付けは連続したデバイスを使用した方が、ＰＣ⇔ＰＬＣ間の通信速度が速くなります。 



１１１１．．．．モニタリングモニタリングモニタリングモニタリング画面画面画面画面のののの作成作成作成作成    （（（（ビューデザイナービューデザイナービューデザイナービューデザイナー））））    
 
  １．モニタリングする画面を作成するには、「ビューデザイナー」のアプリケーションを立ち上げます。 
   デスクトップにある、Ｂｒａｖｏのフォルダをダブルクリックし、 

 をダブルクリックすると、アプリケーションが開きます。 

   
   
     

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

「ビューデザイナー」：アプリケーションの立ち上げ完了。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   



＜はじめに＞ 

「ビューデザイナー」の  メニューをクリックし、“プロパティ”と“編集環境”の 

設定をします。             

 
＜１．プロパティの設定＞ ビュー実行時のウィンドウの詳細設定をします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 

   プロパティの必要な項目の  をクリックし、選択します。 

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．ここをクリックすると、「プロパティ」の設定項目

が、画面左下に表示されます。 

１．ここでは、「ページサイズ（幅）」を“１０００”・「ペー

ジサイズ（高さ）」を“６５０”に設定します。 

＊パソコンにより、画面の解像度（表示エリア）が異なり

ますので合わせて設定してください。 

選択した項目の説明がされます。

２．「直ちに実行」を“する”に設定します。ビューデザイ

ナ ー で 作 成 し た フ ァ イ ル を ビ ュ ー で 

読み込むと、自動的に実行します。 

“しない”に設定すると、ビューでファイルを読み込

み、「実行」をクリックし実行させます。 



 
 
 
 

 
 
＜２．編集環境の設定 ＞  

 

 

   

  

 

 
 
 
 

１．ここをクリックすると、「編集環境」の画面が開きます。 



ａ．  のタブの設定が表示されています。 

グリッドの設定をします。グリッドは画面作成時の座標の目安となり、そのサイズﾞは自由に設定 

できます。グリッドはビュー画面では表示されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ.  のタブをクリックします。「編集」の設定項目が表示されます。 

  にチェックを入れると、直線・四角等、各オブジェクトを描画後、各描画モードから自動的に、選択モード へ 

切替わります。（文字入力・変形モード・回転モードは除きます） 

 
           描画モード 

選択モード 

 
 
 
 
  

 

 

ｃ．  のタブをクリックします。［ファイル］設定項目が表示されます。ファイル環境の設定を行います。 

 
 
 
 
 
 
 
 

動作に   を入れると、グリッド位置に合わせてカーソル位

置を決定します。 

グリッドの表示は、          から選択できま

す。 

グリッドのサイズを指定します。 



 
 
新規作成画面を、次の手順で作成していきます。 
１．フローの作画 ２．操作スイッチの作画 ３．グラフ表示の作画 ４．画面切替の作画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 

シンシンシンシンボルボルボルボルのののの配置配置配置配置手順手順手順手順１１１１（（（（バルブバルブバルブバルブ／／／／槽槽槽槽 1111････2222／／／／レベルレベルレベルレベル○○○○ＬＬＬＬ・・・・○○○○ＨＨＨＨ））））    

 
    

 
 
１． （シンボル）をクリックし、シンボルを配置させたい位置で再度クリックします。 

                                           
    
 

 
 
 
 

１．ここをクリックします。

シンボルとは、使用頻度の高い絵に必要なプロパティ設定機能（デバイス設定）を付け登録され

ているものです。（1000種以上の標準シンボルを装備しています。）作画の工程の効率化が図れま

す。また、作画した絵をシンボル登録しシンボルファイルに保存することもできます。 

１．フローの作画 

２２２２．．．．操作操作操作操作ｽｲｯﾁｽｲｯﾁｽｲｯﾁｽｲｯﾁのののの作画作画作画作画  

３３３３．．．．ｸｸｸｸﾞ゙゙゙ﾗﾌﾗﾌﾗﾌﾗﾌ表示表示表示表示のののの作画作画作画作画    １１１１．．．．フローフローフローフローのののの作作作作画画画画  

４４４４．．．．画面切替画面切替画面切替画面切替のののの作画作画作画作画    



 
２．シンボルファイルの画面が開きます。 

ここでは、バルブのシンボルが保存されているファイルを選択し、表示されたシンボルの中からバルブを 

クリックし  をするとシンボルが配置されます。（同様に、槽１・２とレベル○Ｈ・○Ｌのシンボルも 

選択します。） 

＊通常シンボルファイルは、インストールしたＢｒａｖｏフォルダ内に「シンボル」というフォルダが作成され

ています。（背景色が白と黒のシンボルを搭載しています） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
 
３．シンボルの、拡大をします。シンボルにはサイズの変更（拡大・縮小）と回転機能が有ります。 
 ここでは、槽１・２は拡大し使います。シンボルの拡大・縮小は、シンボルをクリックし  にカーソルを合わせ 

ドラッグで行います。Ctrlキーを押しながらドラッグすると縦・横等倍に拡大・縮小ができます。 

シンボルの移動も、ドラッグして行います。 
 

１．ここをクリックしファイルの選択をします。

２．配置するシンボルを選択し  

またはダブルクイックします。 

画面に、選択したシンボルが配置されます。



 
４．配置されたシンボルのプロパティ設定を行います。シンボルにはあらかじめ、「プロパティ」 

が設定されており、画面左下に表示されます。この中から必要な条件を設定します。 

＊ プロパティが表示されていない場合は、  メニューの「プロパティビュー」をクリッ

クしてください。 
 
 
 
  

 
 
a.ここではバルブとレベル○Ｈ・○Ｌにプロパティの設定をします。まずバルブをクリックするとバルブの 

プロパティが画面左下に表示されます。（レベル○Ｈ・○Ｌも同様に設定してください。尚、槽１・２は、 

プロパティの表示変化をさせないのでプロパティの設定はありません。拡大・縮小はプロパティには関係あり

ません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ｂ.バルブが開くと、バルブが緑色で点灯するような設定をします。この場合プロパティの 

「描画ツール条件式」で設定をします。「描画ツール条件式」をクリックし右の  を 
クリックすると条件の設定画面が開きます。 

（レベル○Ｈ・○Ｌも同様、槽１のレベルが Hになったらシンボル○Ｈが赤色で点灯します。槽２のレベルが 

Lになったらシンボル○Ｌが赤色で点灯するように設定します。） 

２．選択されているシンボルのプロパティが表示

されます。 

１．シンボルを選択します。 

オブジェクトのプロパティ「表示オプション」の優先順位は、「表示条件」＞「描画ツール条件式」＞ 

「ブリンク」の順になります。注）ただし、「ブリンク」の“ブリンク OFF”“非表示”については、 

「描画ツール条件式」より優先されます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

        

 

次に設定画面でバルブの“開”表示条件を入力します。まずバルブのデバイス（ここではM113）を 

入力し、ペンでバルブを表示させる線種と線の色（線種：幅１ 色：黒）を選択し、ブラシで塗りこみ色 

（緑）を選択します。そして  をクリックすると画面上に入力されます。最後に  を 
クリックし設定が完了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．ここをクリックします。 

2．ここをクリックすると設定画面が開きます。 

１．ここをクリックしデバイス

の入力をします。 

２．ここ  をクリックしペンとブラ

シの選択をします。 

デバイスの入力は通常デバイス ON時「デバイス名（Ｍ１１３）＝＝１」OFF時「デバイス名（Ｍ
１１３）＝＝０」と入力しますが、デバイスの ON時は、「＝＝１」を省略し「デバイス名（Ｍ１１
３）」のみの入力でも OKです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
    
    

    
    
    

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

３．  をクリックする

と上に入力されます。 

４．  をクリックする

と 設定が完了します。 

描画ツール条件式が１個設定され

ていることがわかります。 

既に入力されている条件の変更をする場合は、変更する条件をクリックし作成時と同様に入力及び選択

し最後に  をクリックすると変更された条件が上に入力されます。削除する場合は、削除する条

件をクリックし  をクリックするとその条件は削除されます。 



シンボルシンボルシンボルシンボルのののの配置配置配置配置手順手順手順手順 2222（（（（攪拌機攪拌機攪拌機攪拌機／／／／ポンプポンプポンプポンプ））））    

登録されているシンボルを利用し新らたなシンボルを作成、配置します。 
 

 
 
１．画面内にシンボルを配置します。 
   ここでは、攪拌機のシンボルを配置します。（シンボルの配置手順１参照） 

まず、配置された攪拌機のシンボルを回転させます。シンボルの回転は、シンボルをクリックし 

 「回転モード」で回転させます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 

１．フローの作画 

１．シンボルを配置します。

２．ここを、クリックします。 

３．カーソルを  に合わせ回転

させます。 



２．配置されたシンボルを個々のオブジェクトに戻します。 

 （シンボル→オブジェクト）をクリックしシンボル設定を解除します。 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．オブジェクトの変更を行います。 

回転させたシンボルのテキスト“Ｍ”はそのまま表示されている為変更します。 

テキストの“Ｍ”をクリックし  「回転モード」で回転します。または 削除しテキストで 

入力します。（テキストの入力手順参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

テキストをクリックします。 

回転または、テキスト入力します。 

２．シンボル設定が解除され 

個々のオブジェクトに戻ります。

１．ここを、クリックします。

シンボルを構成しているオブジェクトの（シンボルに指定されているプロパティの設定も同様）変更は、

一度シンボル設定を解除し個々のオブジェクトに戻さないと変更出来ません。 



 

４．オブジェクトをシンボル化します。 

a.オブジェクトをシンボル化する為、変更された攪拌機の絵を  「選択モード」で囲み 

（攪拌機すべてのオブジェクトが選択されます。）  「シンボル化」をクリックすると、 

シンボル設定の画面が開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.ここを、クリックするとシンボル設定の画面が開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．選択モードで囲みます。 

選択モード 

 グループ化  されたオブジェクトは、「シンボル化」出来ません。エッジ合成  されたオブジェ

クトは、「シンボル化」出来ます。（ただし、エッジ合成は解除し、元のオブジェクトには、戻せません。） 



ｂ. シンボルの設定をします。ここでは、シンボル名称は「ABC」とし、  にチェック  を入れ 

サイズ変更可能・回転可能にします。プロパティは楕円に描画ツール条件式を指定します。 

プロパティ名は、プロパティフォーム（描画ツール条件式）と同じ名称を指定します。最後に 

  をクリックすると設定が完了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
５．シンボルをシンボルファイルに保存します。 

ａ．新たに作成されたシンボル「ABC」をシンボルファイルに保存します。 

ファイル名も同じく「ABC」とします。保存するシンボルをクリックし選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．シンボルを、クリックします。

１．シンボルの名称を入力しま

す。 

２．  をクリックすると 

 が入ります。 

３シンボルを構成している全て

のオブジェクトが表示されま

す。その中からプロパティの設

定をするオブジェクトをクリ

ックし選択します。 

４．“３．”で選んだオブジェクト

の全てのプロパティが表示さ

れます。その中からシンボルの

 プロパティとして指定したい

 プロパティフォームをクリッ

クし選択します。 

５．“４．”で選んだプロパティフォームの名称を入力し  をク

リックします。（プロパティ名は、自在に指定できます。） 

ここで指定したプロパティのみがシンボルのプロパティとして変

更可能となります。 



ｂ．  「シンボル保存」をクリックします。 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

＊ポンプも同様の手順で作成します。（ポンプの参照絵は、  です。） 

 
６．新たに作成されたシンボルを画面に配置し、プロパティの設定をします。 

   ここでは、「描画ツール条件式」で、攪拌機が運転している間緑色に点灯するような設定をします。 

    デバイスは、M１３３です。ポンプも同様（ポンプのデバイスM118）です。 

（シンボルの配置手順１参照） 
 

１．ここを、クリックするとシンボルファイルの保存画面が開きます。 

３．ファイル名を入力し  をクリック

すると作成したシンボルが保存されます。 

２．シンボルを保存する場

所を選択します。 



   ラインラインラインラインのののの作画作画作画作画・・・・塗塗塗塗りりりり込込込込みみみみ手順手順手順手順    

ラインの作画は、オブジェクトの直線／連続直線／多角形で作成します 

 
１．作画するラインの機能に応じて、描画モード（直線 ／連続直線 ／多角形 ）を選択します。

ここでは、ラインに塗り込みをする為、多角形を使って作画します。オブジェクトの  多角形を 
クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２．画面上で作画します。 

ここでは、１個の四角形と２個の多角形を作成します。例えば、バルブとポンプの間のラインを作成する場合 

次の手順で作画します。 

（四角形の作成は、オブジェクトのスイッチ・ブリンク設定とテキストの作成手順：２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．フローの作画 

直線 連続直線 多角形：ここをクリックします。 

１．番号１にカーソルを合わせクリックします。（始点） 

２．番号２～５まで順次カーソルを合わせクリックします。（間違えてクリックした場合、

右クリックで 1つ前に戻れます。） 

３．最後に番号６でダブルクリックします。（終点） 

1

２ ３

４
５

６

直線または連続直線で作画した多角形には、塗り込みすることは出来ません。 



３．作画した多角形のプロパティの設定をします。 
ここでは、バルブが「開」したらバルブとポンプの間のラインを点灯（緑色）させます。 

多角形を選択し、バルブの時と同様「描画ツール条件式」で設定します。（シンボルの配置１参照） 

ここでは、ライン点灯デバイスは、M113（バルブの開ランプ）とします。 

 
＊ ポンプと槽２間のラインも同じ手順で作成します。ライン点灯デバイスは、M１１３ 
（バルブの開ランプ）とM１１８（ポンプの ONランプ）です。 
書式記述は“Ｍ１１３＝＝１＆Ｍ１１８＝＝１または、Ｍ１１３＆１１８”と入力します。 
（ただし、槽１とバルブの間のラインは、常時、緑色の点灯にする為「描画ツール条件式」は設定せずに、 

四角形を緑色で作成します。） 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトののののスイスイスイスイッチッチッチッチ・・・・ブリンクブリンクブリンクブリンク設定設定設定設定ととととテキストテキストテキストテキストのののの作成作成作成作成手順手順手順手順    
（（（（槽槽槽槽１１１１供給供給供給供給／／／／槽槽槽槽２２２２払出払出払出払出））））    

プロパティで作画したオブジェクトにスイッチ・ブリンク機能を設定し 
テキストを入力します。 

 

１．作画する描画モードを選択します。 
  ここでは、四角形とテキストです。 

 

 

 

 

 

 

１．フローの作画 

四角形：ここをクリックします。 テキスト：ここをクリックします。

描画モード 



２．四角形を画面上で作画します。 
ここでは、描画モードの  四角形を選択し２個の四角形を次の手順で作画します。 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
３．テキストを入力します。 

ここでは、描画モードの  テキストを選択し次の手順で入力します。 

 

1 

２

１．番号１にカーソルを合わせクリックします。（始点） 

２．最後に番号２でクリックします。（終点） 

３．作画した四角形に、プロパティの「ペン／ブラシ」で線種・色の指定をします。  

４．四角を描いた外側にカーソルを合わせ１，２の手順でもう１つ四角を描きます。 

1 

 

１．テキストを入力する場所（番号１）でクリックするとカーソルが点滅します。 

２．テキストを入力します。（テキストまたは、フォントの変更は、プロパティで出来ます。）

「槽１供給」と入力します。 

作画した四角形（オブジェクト）にスイッチ設定する場合、ブラシを“透明”に設定してい

るとスイッチ操作が認識されません。スイッチ設定する場合は色の指定をしてください。 



 

４．作画した四角形・テキストのプロパティの設定をします。 

ここでは槽１のレベルＬのランプが点灯すると、  が点滅し（赤色）、  を 

押すと（マウス動作でクリックします。）ランプが点灯し（緑色）、槽１に供給している設定をします。 

この場合、まず四角形には、ブリンク設定（「ブリンク」「描画ツール条件式」） 

とスイッチ設定（「拡張オプション」）の２つの設定が必要です。テキストは「スイッチ設定」を 

します。 

 

 

 

 

    

 

 

a, 四角形のブリンク設定をします。ブリンク設定する場合は、プロパティの「ブリンク」で設定します。 

 「ブリンク」をクリックし  をクリックすると、「ブリンク条件の設定」画面が開きます。 

 オブジェクトのプロパティ「表示オプション」の条件優先順位は、「表示条件」＞「描画ツール条件式」

＞「ブリンク」の順です。注）ただし、「ブリンク」の“ブリンク OFF”“非表示”については、 

「描画ツール条件式」より優先されます。 

また、スイッチ操作画面のオブジェクトに文字が書かれている場合、オブジェクトとテキストの両方に 

スイッチ設定をする必要があります。オブジェクトにスイッチ設定がされていても、テキストのスイッチ 

設定がされていないと、文字範囲内はスイッチの認識をしません。 

ここをクリックすると、開きます。 



 

 b, ブリンク表示の指定をします。ブリンクは無条件で行います。 

ここでは、ブリンクの速度は、「低速」  

ブリンク OFF「次の描画ツールで表示」を選択し、ペン：実線１ ブラシ：白を指定、 

ブリンクＯＮ「次の描画ツールで表示」を選択し、ペン：実践１ ブラシ：赤を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

ｃ．「描画ツール条件式」を設定します。ここでは、ブリンク表示が無条件で行われるため、ブリンクと点灯 

表示を行わない設定と、点灯表示設定を行います。ブリンクのデバイス（Ｍ１０２）ランプの 

デバイス（Ｍ２０）です。条件式は、１つ目に“Ｍ１０２＝＝０＆Ｍ２０＝＝０” ペン：実線１ 

 ブラシ：白 ２つ目に、“Ｍ２０（＝＝１）” ペン：実線１ブラシ：緑 と指定します。 

１．ブリンクの速度を指定します。指定したい 

 速度の  をクリックします。 

２．“１．”と同様、指定したい方の  をクリ

ックし、「ペン／ブラシ」も指定します。最後

に  をクリックします。 

入力方法は、シンボルの配置１参照 

“１”の条件は、オブジェクトのままの表示になり、

“２”の条件は、緑のランプ表示になります。 

“１”“２”どちらの条件もみたさない時、すなわち

Ｍ１０２＝＝１の時にブリンクすることになりま

す。（「描画ツール条件式」＞「ブリンク」） 



      

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトににににブリンクブリンクブリンクブリンク機能機能機能機能をつけるをつけるをつけるをつける場合場合場合場合：：：：オブジェクトのプロパティ「表示オプション」の条件優先順位が、「表示条

件」＞「描画ツール条件式」＞「ブリンク」の順で表示されます。ただし、「ブリンク」の“ブリンク OFF”の“非表示”

については、「描画ツール条件式」より優先します。それにより設定は、オブジェクトをブリンクさせるのではなく、ブ

リンクしているオブジェクトを「描画ツール条件」で消すという考え方で設定することになります。 

 例えば、オブジェクトの   を ブリンクのデバイスが（Ｍ０とします。）ＯＮした時       でブリンク 

させる場合、 

「ブリンク条件の設定」は、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と設定します。 

「描画ツール条件式」は、 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          

と設定します。 

それにより、描画ツール条件式の条件“Ｍ０＝＝０（ＯＦＦ）”を満たさない時、すなわち“Ｍ０＝＝１（ＯＮ）”の時

でブリンクします。（“Ｍ０＝＝１（ＯＮ）”の時、オブジェクトのままブリンクさせたい場合は 

ブリンクＯＮを、“標準の描画ツールで表示”で指定します。）  ただし、ブリンクＯＦＦの“非表示”を指定すると、

“Ｍ０＝＝１（ＯＮ）”の 時は指定通りブリンクしますが、“Ｍ０＝＝０（ＯＦＦ）”の時にも、「描画ツール条件式」

で指定している       でブリンクします. 

＊ オブジェクトを常時ブリンクさせる場合は、「ブリンク条件設定」のみで指定します。 

＊ 指定した条件がみたされた時のみオブジェクトをブリンクさせたい場合は、（条件がみたされない場合は、オブジ

ェクトを表示させない）「表示条件」と「ブリンク条件設定」をします。 



ｄ, 次に、四角形にスイッチ設定をします。スイッチ設定は、プロパティの「拡張オプション」で 

設定します。ここでは、「拡張オプション」“スイッチ”を選択し、スイッチタイプは“マウス動作” 

を設定します。マウス動作の対象となるデバイスを入力します。（対象デバイス） 

マウスで四角形をクリックした時に、ＯＮするデバイス（Ｍ１２０）を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｅ, 対象デバイスがＯＮまたは、ＯＦＦした時に出力するデバイスの設定をします。（デバイス出力） 

ここでは、スイッチがＯＮした時（Ｍ１２０がＯＮ時）、ランプ（緑）のデバイス（Ｍ２０）が 

ＯＮするように設定します。 

 

 

 

   

ここをクリックします。 

ここをクリックします。 

ここをクリックすると開きます。 

マウス動作の対象となる

デバイスを入力します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊テキスト“槽１供給”も四角形と同様、スイッチ設定します。 
 同様に「槽２払出」のスイッチ、ランプ設定を行ってください。 
 

          の完成です。           
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．対象デバイスがＯＮの時または、

ＯＦＦの時、出力するデバイスに

書き込みたいデータ（数値また

は、接点型のデバイスの場合は

「真」１／「偽」０）を指定し

 をクリックすると 
  上に入力されます。最後に 

   をクリックし設定

  が完了します。 

１．対象デバイスがＯＮの時または、

ＯＦＦの時に出力するデバイス

の No.を入力します。 

１．フローの作画 



シンボルシンボルシンボルシンボル／／／／オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト／／／／テキストテキストテキストテキストのののの組組組組みみみみ合合合合わせわせわせわせ    
                                        （（（（ポンプポンプポンプポンプ・・・・攪拌機攪拌機攪拌機攪拌機のののの運転操作運転操作運転操作運転操作／／／／バルブバルブバルブバルブ開閉操作開閉操作開閉操作開閉操作））））    

           

    １．シンボルをシンボルファイルから呼び出し配置します。 

ここでは、攪拌機運転操作を作画します。シンボル（ＳＷＭ＿１０９）を配置します。 

   ＯＮ／ＯＦＦスイッチの、それぞれのプロパティを設定します。 

   ＯＮスイッチの対象デバイスＭ１３０／ＯＦＦスイッチの対象デバイスＭ１３１を入力します。 

（「フローの作画」オブジェクトのスイッチ設定参照） 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２．“１．”で配置したシンボルの下に、四角形とテキストを作画し、スイッチ設定をします。 

     ここでは、四角形・テキストの対象デバイスはＭ１３２です。テキストは“確認”と入力します。 

（「フローの作画」オブジェクトのスイッチ設定テキスト入力参照） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２２２２．．．．操作操作操作操作ｽｲｯﾁｽｲｯﾁｽｲｯﾁｽｲｯﾁのののの作画作画作画作画    

２．プロパティの設定をします。 

１．シンボルの配置をします。 

１．四角形を作画し、プロパティの設定をします。

スイッチ設定をする場合、四角形のブラシは

色を指定してください。（ここでは、“白”です。）

２．テキストを作画し、プ

ロパティの設定をします。



３．“１．”で配置したシンボルの上にテキスト“攪拌機運転操作”と入力します。  
      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．最後に“１．２．３．”で作画したシンボル・四角形・テキストを四角形で囲みます。 
この時の四角形にはスイッチ設定は必要ありませんので、ブラシは透明で設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＊ポンプ運転操作／バルブ開閉操作も同様の手順で作画します。 



 

                

   の完成です。 
 

 

 

 

２２２２．．．．操作操作操作操作ｽｲｯﾁｽｲｯﾁｽｲｯﾁｽｲｯﾁのののの作画作画作画作画    



 

ググググラフラフラフラフののののシンボルシンボルシンボルシンボル設定設定設定設定（（（（プロパティプロパティプロパティプロパティ））））のののの説明説明説明説明／／／／デジタルデジタルデジタルデジタル表示表示表示表示のののの設定手順設定手順設定手順設定手順    
                                                        （（（（槽槽槽槽１１１１／／／／槽槽槽槽２２２２ののののグラフグラフグラフグラフ・・・・デジタルデジタルデジタルデジタル表示表示表示表示））））    

 
１．グラフのシンボルを用途に応じて選択します。 

ａ．ここでは、槽１、槽２ともシンボル（ＧＲ＿００７）を配置し（（「フローの作画」の 

シンボルの配置１参照）、プロパティの設定をします。槽２の場合、プロパティの 

「グラフ対象デバイス」「数値対象デバイス」「Ｈ設定デバイス」「Ｈ文字設定デバイス」 

「Ｌ設定デバイス」「Ｌ文字設定デバイス」を指定します。「グラフ対象デバイス」及び 

「数値対象デバイス」はＤ１０５です。「Ｈ設定デバイス」及び「Ｈ文字設定デバイス」は 

Ｄ１０６、「Ｌ設定デバイス」及び「Ｌ文字設定デバイス」はＤ１０７です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊シンボル（ＧＲ＿００７）のプロパティは、シンボル設定の時、必要なプロパティに名称を付け作成されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３３３３．．．．ｸｸｸｸﾞ゙゙゙ﾗﾌﾗﾌﾗﾌﾗﾌ表示表示表示表示のののの作画作画作画作画    

・「グラフ表示デバイス／アラーム」＝アナログ表示の対象デバイス／アラームです。

・「数値表示デバイス／アラーム」＝デジタル表示の対象デバイス／アラームです。

・「Ｈ／Ｌ設定デバイス」＝連続直線（←）の移動条件です。 

・「Ｈ／Ｌ文字移動用」＝テキストの移動条件です。 



ｂ．四角形の中に、テキストで“槽２”と入力します。（オブジェクトのスイッチ・ 

ブリンク設定とテキストの作成手順参照） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．四角形にデジタル表示設定をします。（直接入力） 
ａ．ここでは、四角形をマウスでクリックし、 槽１／槽２のレベルの数値を直接入力します。 
この場合、四角形を作成し、プロパティの「拡張オプション」「デジタル表示」の 

「データ書き込み」を“有効”に設定します。対象デバイスはＤ１０７です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テキスト入力します。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．四角形の上に、テキストで“槽２ Ｌ”と入力します。 
        

 
 
＊槽１レベルＬ／槽２レベルＨも同様、作成し設定します。 

 

ｃ．３個の槽レベル設定オブジェクトの上に、テキストで“槽レベル設定”と入力し連続直線で 

囲みます。（オブジェクトのスイッチ・ブリンク設定とテキストの作成手順参照） 

連続直線の作画方法は、多角形と同様の手順です。（ラインの作画・塗り込み手順：２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．デジタル表示の対象デバイスを

指定します。 

２．デジタル表示の各指定をします。 

  ここでは、左記のように設定し

ます。 

３．「データ書き込み」“有効”にす

ると、オブジェクトをクリッ

クすることでビュー画面から

データを直接書き込むことが

できます。 

２．連続直線で囲みます。 

１．テキスト入力します。 



 

    

                            の完成です。    

    

        

    

                                                     
    

３３３３．．．．ｸｸｸｸﾞ゙゙゙ﾗﾌﾗﾌﾗﾌﾗﾌ表示表示表示表示のののの作画作画作画作画    



 

           他他他他のののの画面画面画面画面へのへのへのへの切切切切りりりり替替替替ええええ機能機能機能機能のののの設定設定設定設定手順手順手順手順 

                      （（（（切切切切りりりり替替替替ええええ先先先先でのでのでのでの「「「「リモートリモートリモートリモート制御制御制御制御」」」」のののの設定設定設定設定）））） 

１・四角形を作画し、テキストを入力します。 
   ここでは、イベント表示／グラフ表示の２画面への切り替えをマウス操作により行います。 

イベント表示の場合、ビュー画面で  のスイッチをクリックすると、 
ビュー画面からイベントビュー画面へ切替わります。 

四角形を作画し、その中に、テキストで“イベント表示”と入力します。 

（「フローの作画」／オブジェクトのスイッチ設定テキスト入力参照） 

四角形の外側に多角形を２個作成し、下側の多角形は塗り込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．四角形／テキストのプロパティの設定をします。 
   ここでは、対象デバイスはＭ３０です。マウスでクリックした時に青色に変るような設定を 

    します。（「フローの作画」／オブジェクトのスイッチ設定テキスト入力参照） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここをクリックすると、「スイッチ描画ツールの設

定」画面が開きます。 

 

４４４４．．．．画面切替画面切替画面切替画面切替のののの作画作画作画作画    

１．四角形を作画します。 

（スイッチ設定をする為、ブラ

シは“白”を指定します。） 

２．テキスト入力します。 
３．多角形を作成します。

  塗り込みます。 

３．多角形を作成します。 

１．それぞれプロパティを設定し 

ます。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
３．ビュー画面からイベントビュー画面へ切替えるときは、「リモート制御」の設定が必要です。 

ここでは、［イベントデザイナー］の「リモート制御」にて「イベントビュー画面のウィンドウのアク

ティブ化」と「イベントビュー画面のウインドウの最大化」という条件を入力します。 

そのリモート制御を起動する条件は、四角形の対象デバイスと同じ“Ｍ３０（＝＝１）”です。 

 

 

 

 

「イベントデザイナー」：リモート制御設定画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「リモート制御」の設定方法については、［イベントデザイナー］の「リモート制御」を参照ください） 

       ＊「グラフ表示」も同様 
 
 

 

 

１．「マウス押下時」にチェック 

 を入れ、ライン／色の指

定をします。マウスでクリック

した時、 表示が変わります。 

 「リモート制御」とは、設定したデバイスが起動することにより、画面にそのデバイス

に対応したグラフィックを表示する制御です。 



                

の完成です。 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「 

作成作成作成作成したしたしたした「「「「ビューデザイナービューデザイナービューデザイナービューデザイナー」」」」ののののデータデータデータデータをををを保存保存保存保存しますしますしますします。 

 メニューの「名前を付けて保存」をクリックします。ファイル名を入力し、  

をクリックします。入力したデータが保存されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

４４４４．．．．画面切替画面切替画面切替画面切替のののの作画作画作画作画    

ここをクリックすると、「名前を付けて保存」の画面が開きます。 



２２２２．．．．モニタリングモニタリングモニタリングモニタリング画面画面画面画面のののの表示表示表示表示    （（（（ビュービュービュービュー））））    
 

モニタリングするには、「ビュー」のアプリケーションを立ち上げます。 
デスクトップにある、Ｂｒａｖｏのフォルダをダブルクリックし、 

 をダブルクリックすると、アプリケーションが開きます。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ビュー」：アプリケーションの立ち上げ完了 
 

 



１． のメニューより「開く」をクリックし、「ビューデザイナー」で保存したデータを開きます。 
 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２．ファイル読み込みと同時に、モニタリング画面のウィンドウが表示されます。 

ここをクリックし、ファイルを開きます。 



               イベントを作成する方法 

 
次のイベントを作成するとき、以下の手順で行ってください。 

 
    
    
手順手順手順手順１１１１．．．．イベントイベントイベントイベントののののシステムシステムシステムシステム設定設定設定設定（（（（イベントデザイナーイベントデザイナーイベントデザイナーイベントデザイナーをををを使用使用使用使用しますしますしますします。。。。））））    
手手手手順順順順２２２２．．．．イベントグループイベントグループイベントグループイベントグループのののの設定設定設定設定（（（（イベントデザイナーイベントデザイナーイベントデザイナーイベントデザイナーをををを使用使用使用使用しますしますしますします。。。。））））    
手順手順手順手順３３３３．．．．イベントイベントイベントイベントのののの種類種類種類種類のののの設定設定設定設定    （（（（イベントデザイナーイベントデザイナーイベントデザイナーイベントデザイナーをををを使用使用使用使用しますしますしますします。。。。））））    
手順手順手順手順４４４４．．．．イベントイベントイベントイベント表示画面表示画面表示画面表示画面のののの起動起動起動起動（（（（イベントイベントイベントイベントデザイナーデザイナーデザイナーデザイナーでででで作成作成作成作成したしたしたしたイベントイベントイベントイベントをををを表示表示表示表示させるためにはさせるためにはさせるためにはさせるためには、、、、    

イベントイベントイベントイベントビュービュービュービューをををを起動起動起動起動させるさせるさせるさせる必要必要必要必要がありますがありますがありますがあります。。。。））））    
 

 

＜使用するデバイスを仮に下記のように設定したものとして進めます。＞ 

Ｍ１１３ ﾊﾞﾙﾌﾞ開ﾗﾝﾌﾟ Ｍ２０ 槽１供給ﾗﾝﾌﾟ Ｍ１０６ 槽２ﾚﾍﾞﾙＨﾗﾝﾌﾟ 

Ｍ１１８ ﾎﾟﾝﾌﾟ ON ﾗﾝﾌﾟ Ｍ２５ 槽２払出ﾗﾝﾌﾟ Ｍ３０ ﾋﾞｭｰ画面からのｳｲﾝﾄﾞｳ切替 

Ｍ１３３ 攪拌機 ON ﾗﾝﾌﾟ Ｍ１０２ 槽１ﾚﾍﾞﾙＬﾗﾝﾌﾟ   

槽１レンジ０～５００ 槽２レンジ０～１００とします。「グラフ作成画面」参照 

＊割付けは連続したデバイスを使用した方が、ＰＣ⇔ＰＬＣ間の通信速度が速くなります。 

 



 
１１１１．．．．イベントイベントイベントイベントののののシステムシステムシステムシステム設定設定設定設定（（（（イベントイベントイベントイベントデザイナーデザイナーデザイナーデザイナー））））    
２２２２．．．．イベントグループイベントグループイベントグループイベントグループのののの設定設定設定設定（（（（イベントイベントイベントイベントデザイナーデザイナーデザイナーデザイナー））））    
３３３３．．．．イベントイベントイベントイベントのののの種類種類種類種類のののの設定設定設定設定    （（（（イベントイベントイベントイベントデザイナーデザイナーデザイナーデザイナー）））） 

 
イベント表示の設定をするには、「イベントデザイナー」のアプリケーションを立ち上げます。 
デスクトップにある、Ｂｒａｖｏのフォルダをダブルクリックし、 

 をダブルクリックすると、アプリケーションが開きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「イベントデザイナー」：アプリケーション立ち上げ完了。 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

１１１１．．．．イベントイベントイベントイベントののののシステムシステムシステムシステム設定設定設定設定 

1.イベントビューデザイナーを立ち上げると、  タブの設定が表示されています。 

      ａ．「表示項目」を設定します。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

“表示項目”とは、イベントに表示する内容を設定します。右枠のリストにある項目

を上から順にイベント表の左側から割付ていきます。 

  イベント日時：設定しているイベント日時を表示します。（イベントの最後に発生した

時間を表示します） 

  重要度：イベントを０～１０まで設定することができます。 

また、イベント表示中、重要度でマスク表示することができます。 

  グループ：イベントのグループ名を表示します。 

  イベント：イベントのイベント名を表示します。 

  状態：イベントの状態名称を表示します。 

  発生日時：イベントの発生日時を表示します。 

  復帰日時：イベントの復帰日時を表示します。



          ここでは、“イベント日時”“ 重要度”“グループ”“イベント状態”“発生日時”“復帰日時”を表示します。 

     “発生日時”“復帰日時”は,左側にあるので、  をクリックし、右側枠に移動します。 
“復帰日時”も同様。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｂ．「イベント表示」を設定します。 

   ここでは、“最大件数：１０００”“発生イベントと復帰イベントを同時に表示する”と設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

右側枠にある項目で表示させない項目

は、 をクリックし、左側枠に移

動させます。イベント表示させる項目の

順序は、 をクリックし

変更します。 

最大件数は、イベント表示できる数で

す。設定数値以上になると、過去から消

えていきます。 

この項目にチェックマーク を入れ 

ずにイベントビューを開始すると、 

イベント停止後、イベントを再開する

と、過去のイベントはクリアされ、 

再開後から表示されます。 

チェックマーク を入れると、イベン

トビューを停止した後、再度開始する

と、停止する前のイベントから継続し

て表示されます。 

この項目にチェックマーク を入れずに、イベントビューを開始すると発生イベントと復帰イベントが個別表示さ

れます（イベント発生順表示）チェックマーク を入れると、発生イベントと復帰イベントは１行で表示されます。



   ｃ．「書式とフォント」を設定します。 

    ここでは、書式は、“発生・復帰日時”共に“時・分・秒”にします。フォントは、“ＭＳＰ明朝１４Ｐ”にします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 
 
 

 

２．  のタブをクリックします。「印刷」の設定項目が表示されます。 

 自動印刷有無の設定を行います。ここでは、自動印刷行いませんので、設定は不要です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

書式は、  をクリックし、日時

表示のフォーマットを指定しま

す。（全固定） 

ここをクリックするとフォントの画面が開きます。イベントの表示フォント

を指定します。（全固定） 

 



３．  のタブをクリックします。「保存」の設定項目が表示されます。 

イベント保存の有無を設定しますが、イベントの保存タイプは、「Ｂｒａｖｏ標準 
イベントファイルＶｅｒ．１．００」で固定です。 

ここでは、  で保存のプロパティを設定します。「保存先フォルダ」を 
“Ｃ￥Ｂｒａｖｏ”、「保存ファイル」は“１日単位で保存する”、「ファイルサイズ」、“件数で制限する”、 

「保存データ」は“表示属性を保存する”とします。 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
 
 

ここをクリックすると、「保存のプロパティ」の設定画面が開きます。 

１．イベントを保存するデータの保存先を

設定します。 

２．イベント保存の区切りを設定します。

下記の４項目から選択します。 

３．ファイル容量及びイベント件数によ

り、過去データが消去されます。設定す

る項目にチェックマーク を入れ、件

数または、バイト数を入力します。 

４．保存するデータに、イベントの表示色を保存したり、保存するデータにダブルコーテーション 

マーク（“”）をつける設定をします。設定する項目にチェックマーク を入れます。 

（イベントの表示色を保存するとイベントビューの過去表示の際、色表示が可能になります。 

表示色を保存しないと、過去表示する際、色表示されず、黒文字白バックになります。） 

最後に  をクリックします。



４． のタブでは、ウインドウ操作の選択・ウインドウの表示項目を設定します。 

ここでは、何もせず進めます。（デフォルトのまま） 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５． のタブをクリックします。「リモート制御」の設定項目が表示されます。 

ここでは、「ウィンドウのアクティブ化」、「ウィンドウの最大化」に条件を入力します。 

「ウィンドウのアクティブ化」をクリックし反転表示させ、 チェックマーク  （画面下）を入れ 

条件を入力します。条件は、「Ｍ３０＝＝１」です。  をクリックすることにより、 
条件が入力されます。「ウィンドウの最大化」も、同様に同じ条件を入力してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１． ここをクリックします。 

ウィンドウのアクティブ化は、ビュー

画面よりイベント表示する際、ウィン

ドウの切り替えを行います。 

ウィンドウの最大化は、イベント表示

を最大表示にします。 

２．  を入れ条件を入力します。

 「リモート制御」とは、設定したデバイスが起動することにより、画面にそのデバイス

に対応したグラフィックを表示する制御です。 



 

       6.  のタブをクリックします。「その他」の設定項目が表示されます。 

ここでは、「ファイル読み込み後直ちに実行」にチェックマーク  を入れます。 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２２２２．．．．イベントグループイベントグループイベントグループイベントグループのののの設定設定設定設定（（（（イベントイベントイベントイベントデザイナーデザイナーデザイナーデザイナー）））） 

       「グループ」の設定を行います。ツリー表示されている「グループ１」をクリックし、 
反転表示させます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チェックマーク  を入れると、自動的に現在作成しているイベント

デザイナファイルをイベントビューで読み込み、イベントを開始する機

能です。チェックマーク  を入れなければ、イベントビューで読み

込み後“実行”をクリックし、イベントを開始します。 



１．  メニューの「名称の変更」をクリックし、ここでは、「運転ログ」と入力しておきます。 

（名前の変更は、グループ名を選択した後、クリックしても編集できます） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．ツリー表示の「運転ログ」をクリックすると、運転ログの設定が表示されます。 
グループ（運転ログ）中には、“重要度、状態名称、表示色、ブザー、確認処理”を設定すること

ができます。設定を行うと、グループ中のイベントはグループで設定された項目が有効になります。 
イベントは、個別で自由に設定、変更は可能です。ここでは、「３．イベントの種類の設定」で設定します。 

 
 

ここをクリックし、名称の変更

をします。 



３３３３．．．．イベントイベントイベントイベントのののの種類種類種類種類のののの設定設定設定設定    （（（（イベントイベントイベントイベントデザイナーデザイナーデザイナーデザイナー）））） 

「イベントの作成」を行います。  メニューの「イベントの作成」をクリックするか、 

もしくは、ツールバーの「  」をクリックします。イベントの新規表示します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１.「イベント名称」を入力します。入力の方法は、グループ名称を変更した内容と同じです。 

  ここでは、“バルブの開／閉”“ポンプの ON／OFF””攪拌機のＯＮ／ＯＦＦ”“槽１の供給”“槽２の払出” 

  の５項目を設定します。“バルブの開閉”の場合。「イベントの名称」を“バルブ開閉”とします。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここをクリックします。



２．式を設定します。イベント表示を行う条件を入力します。 
ここでは、バルブの開“Ｍ１１３”がＯＮ時、イベントのＯＮ条件でどのような表示をするか設定します。 

Ｍ１１３がＯＦＦ時イベントのＯＦＦ条件でどのような表示をするか設定します。 

式は、「Ｍ１１３」と入力します。 

イベントは、入力された式が成立した瞬間（ＯＮ、ＯＦＦ共に）に発生します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       

３．次に、ＯＦＦ時・ＯＮ時それぞれの“重要度、状態名称、表示色、ブザー、確認処理”の設定をし

ます。 
        ここでは、ＯＦＦ時は、 「重要度」：５ 「状態名称」：バルブ閉操作 「表示色」：白 ”で、ＯＮ時は 

「重要度」：５ 「状態名称」：バルブ開操作 「表示色」：緑 とします。ブザー／確認処理は設定しません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

式を入力します。 

ここをクリックし 

指定します。 



４．さらにイベントの追加作成を行うには、イベントの作成から同じ様に行います。 
ここでは、あとの４項目もバルブ同様の設定で行います。 

 

 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５．新たに、新規グループ／新規イベントを作成するときは、  メニューの 

「グループ追加」をクリックするか、もしくは、ツールバーの「  」をクリックします。 
入力手順は、イベントの作成と同じ様に行います。 
  ここでは、「グループ」の異常ログ／「イベント」の槽１レベルＬ 槽２レベルＨ 
  を追加します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



６．作成したイベントデータを保存します。 

 メニューの「名前を付けて保存」で、ファイル名を入力し、  をクリック 

します。入力したデータが保存されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     「イベントデザイナー」の設定の完了です。 

ここをクリックすると、 「名前を付けて保存」の画面が開きます 



 
４４４４．．．．イベントイベントイベントイベント表示画面表示画面表示画面表示画面のののの起動起動起動起動（（（（イベントビューイベントビューイベントビューイベントビュー）））） 

 
イベント表示するには、「イベントビュー」のアプリケーションを立ち上げます。 
デスクトップにある、Ｂｒａｖｏのフォルダをダブルクリックし、 

 をダブルクリックすると、アプリケーションが開きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「イベントビュー」：アプリケーション立ち上げ完了。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

１．  メニューの「開く」より、イベントデザイナーで保存したデータを読み込みます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．ファイル読み込みと同時に、自動でイベントビューが、動作します。   

ここをクリックすると、「開く」の画面が開きます。 



               グラフ画面を作成する方法。 

次のグラフを作成するとき、以下の手順で行ってください。 
 （トレンドグラフ） 

 
 
 
 
 
（データシート） 

 
    
    
手順手順手順手順１１１１．．．．グラフグラフグラフグラフ表示表示表示表示するするするするデータデータデータデータのののの登録登録登録登録およびおよびおよびおよび収集収集収集収集（（（（データロギングデータロギングデータロギングデータロギングをををを使用使用使用使用しますしますしますします。。。。））））    
＊「＊「＊「＊「グラフグラフグラフグラフのののの描画設定後描画設定後描画設定後描画設定後のののの表示表示表示表示」」」」ををををするするするする際際際際にはにはにはには、、、、データデータデータデータのののの収集収集収集収集をするためをするためをするためをするためデータロギングデータロギングデータロギングデータロギングをををを立立立立ちちちち上上上上げるげるげるげる必要必要必要必要がありますがありますがありますがあります。。。。    

手順手順手順手順２２２２．．．．データデータデータデータ収集後収集後収集後収集後ののののグラフグラフグラフグラフ描画設定描画設定描画設定描画設定（（（（データロギングビューデザイナーデータロギングビューデザイナーデータロギングビューデザイナーデータロギングビューデザイナーをををを使用使用使用使用しますしますしますします。。。。））））    
手順手順手順手順３３３３．．．．グラフグラフグラフグラフのののの描画設定後描画設定後描画設定後描画設定後のののの表示表示表示表示    

（（（（データロギングビューデータロギングビューデータロギングビューデータロギングビューデザイナーデザイナーデザイナーデザイナーにてにてにてにて作成作成作成作成したしたしたしたグラグラグラグラフフフフをををを表示表示表示表示させさせさせさせるためにはるためにはるためにはるためには、、、、データロギングデータロギングデータロギングデータロギング    
ビュービュービュービューをををを立立立立ちちちち上上上上げるげるげるげる必要必要必要必要がありますがありますがありますがあります。。。。））））    

＜グラフ描画条件＞ 
・データ収集間隔５秒 
・データ保存期間 1週間 
・システム停止前のデータは残し、停止期間中のデータは表示に含めない 
・１画面にグラフ表示する横軸の目盛りは、５分間隔とする 
・グラフはリアルタイム表示とする 
・槽１のデータはＤ１００、槽２のデータはＤ１０５とする 

 

＜使用するデバイスを仮に下記のように設定したものとして進めます。＞ 

Ｄ１００ 槽１レベル Ｄ１０５ 槽２レベル Ｍ３１ ﾋﾞｭｰ画面からのｳｲﾝﾄﾞｳ切替 

槽１レンジ０～５００ 槽２レンジ０～１００とします。 

＊割付けは連続したデバイスを使用した方が、ＰＣ⇔ＰＬＣ間の通信速度が速くなります。 



１１１１．．．．グラフグラフグラフグラフ表示表示表示表示するするするするデータデータデータデータのののの登録登録登録登録およびおよびおよびおよび収集収集収集収集    （（（（データロギングデータロギングデータロギングデータロギング）））） 
 
グラフ表示するデータの登録および収集するには、「データロギング」のアプリケーション 
を立ち上げます。 
デスクトップにある、Ｂｒａｖｏのフォルダをダブルクリックし、 

 をダブルクリックするとアプリケーションが開きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    「データロギング」：アプリケーションの立ち上げ完了。 

データロギングは、収集するデータを設定し、収集を実行するアプリケーションです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



データの収集する間隔（サンプリング周期）、データ保存期間、データ保存場所、 
データ保存名を設定します。「設定」メニューの「ロギング条件の設定」を選択してください。 
ロギング条件の設定ウィンドウが表示されます。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

１．ここをクリックすると、「ロギング条件の設定」画面が開きます。 



ａ.データ収集する間隔を設定します。ここでは、５秒で設定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｂ. 収集したデータの、データ保存期間、データ保存場所、データ保存名を設定します。  をクリッ

クしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

複数設定することは、できません。収集間隔が違う場合は、最小の間隔を入力してください。

最小は、1秒です。 

直接、数値を入力します。 

ここをクリックすると、 

「設定」画面が開きます。

“保存方法”は、現時点でこの手法のみです。ユーザーは設定できません。 



 

       設定ウィンドウが表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

データ保存期間は、1週間分とします。「１００８０」（６０分＊２４時間＊７日）と設定します。 

新規作成条件を無効にしたいので、「０」と入力します。  をクリックすると、 
設定されたデータが表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

１. 保存先に「．」が表示されてい

ますが、「．」は、環境設定で設

定したホームディレクトリと

同意です。デフォルトは、「．」

（ホームディレクトリ）です。

保存先は、変更することも可能

です。 

２．保存ファイル名は、デフォルト

で「Datalogger.log」です。この

保存ファイルのデータを元に、グ

ラフを描きます。 

 保存ファイル名は、変更すること

も可能です。但し、ファイル名は

英数字を用い、拡張子（log）は

固定にしてください。 

３． データ保存期間は、保存ファ

イルにデータを保存する期間を

設定します。設定した期間を過ぎ

ると、過去から順番に消えていき

ます。デフォルトは、「４３２０」

分間隔（３日分）です。 

 

４．新規作成条件とは、収集を停止

してから、再開するまでの間隔が

設定した「経過時間」以上になる

と、保存ファイルのデータをクリ

アし、新たに保存を始める機能で

す。 



 

１．収集するデータを設定します。  メニューの「収集デバイス作成」を選択してください。 

収集デバイスの設定ウィンドウが表示されます。 
        収集デバイスは、槽１のデバイスを「Ｄ１００」と設定し、保存するデータの種類を「収集データを 

そのまま保存」にチェックマーク  をつけ、  をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊同様に「Ｄ１０５」も設定してください。下記のように表示されます。 

１．ここをクリックすると、「収集デバイスの設定」画面が開きます。 

１．収集するデバイスを指定します。

２．収集したデータをそのまま保存し

ます。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

３．データ収集を自動的に行うには、  メニューの「動作環境の設定」をクリックします。 

「動作環境」のウィンドウが表示されます。 
ここでは、「設定ファイル読み込みと同時に自動実行させる」と「実行時にアイコン化する」に 

チェックマーク  をつけ、  をクリックします。 
設定ファイルを読み込むと自動データ収集を開始し、ウィンドウは最小表示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

設定を変更するには、「収集デバイス一覧」中のデバイスを選択します。  

メニューの「収集デバイス編集」をクリックし、「収集デバイスの設定」画面が開きますの

で、「収集デバイスの作成」同様設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
同様に削除する場合は、「収集デバイス削除」をクリックしてください。削除のＹ／Ｎを確

認するウインドウが開きますので、削除する場合は  を、しない場合は 

 をクリックします。 

１．変更または、削除するデバイスを

クリックします。 

２．編集または、削除をクリックします。 

 



４．設定したデータを保存します。  メニューの「名前を付けて保存」をクリックします。 

ファイル名を入力し、  をクリックします。入力したデータが保存されます。 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  データロギングの設定は終了です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここをクリックすると、「名前を付けて保存」の画面が開きます。 



２２２２．．．．データデータデータデータ収集後収集後収集後収集後ののののグラフグラフグラフグラフ描画設定描画設定描画設定描画設定    （（（（データロギングビューデザイナーデータロギングビューデザイナーデータロギングビューデザイナーデータロギングビューデザイナー））））    
 

データ収集後のグラフ描画設定を行うには、「データロギングビュー・デザイナー」の 
アプリケーションを立ち上げます。 
デスクトップにある、Ｂｒａｖｏのフォルダをダブルクリックし、 

     を、ダブルクリックするとアプリケーションが開きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「データロギングビュー・デザイナー」：アプリケーションの立ち上げ完了。 

データロギングで収集したデータを元に、グラフ及び表を描く設定を行う 

アプリケーションです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１．表示するデータを参照するために、  メニューの「対象ファイルの読み込み」を 

  クリックします。「対象ファイルの読み込み」のウィンドウが表示されます。 
先ほど、データロギングで設定したファイルを読み込みます。 
データ収集間隔、データ保存方法、説明が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここでは、先ほど「データロギング」で設定された、データ収集間隔、データ保存方法の説明が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ここをクリックし、「対象ロガーファイル」を読み込みます。 

 



２．  メニューの「環境設定」をクリックします。「環境設定」のウィンドウが表示されます。 

ここでは、「サンプリング回数」を「１」にし、「表示バッファ」を「１０００」とします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サンプリング回数とは、データロギングで収集するデータを１とする、データ集計機能で

す。 集計機能：瞬時値、平均、合計、最大値、最小値、差分の機能があります。 

 例えば、サンプリング回数「３」にすると、 

   瞬時値は、１回目のデータをグラフデータとします。 

   平均は、３回のデータを平均したデータをグラフデータとします。 

   合計は、３回のデータを足したデータをグラフデータとします。 

   最大値は、３回のデータ中、最大値をグラフデータとします。 

   最小値は、３回のデータ中、最小値をグラフデータとします。 

   差分は、３回のデータ中、最大値と最小値の差分をグラフデータとします。 

ここをクリックすると、「環境設定」の画面が開きます。 



３．トレンドグラフ／データシートの作成をします。 
「トレンドグラフ」を作成するには、 

ａ．「トレンドグラフの作成：グラフのウインドウスタイルの設定」 

ｂ．「テーブルの作成：グラフのフォーマットの設定」    
ｃ．「デバイスの作成：収集したデバイスの描画方法」 の手順で行います。 

（それぞれの、編集／削除は、「データロガー」収集デバイスの編集／削除と同様の手順です。参照ください。） 

データシートを利用する場合も同様の手順です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ａ．「トレンドグラフの作成」：グラフのウインドウスタイルの設定 

グラフの新規作成するための設定を行います。画面中央部の「トレンドグラフ」をクリックし、 

反転表示させてください。メニューの  の「トレンドグラフ作成」をクリックすると、 
「トレントグラフ作成」のウィンドウが表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．ここをクリックします。 

２．ここをクリックします。「トレントグラフ作成」の画面 

が開きます。 



 

 の設定をします。 

ここでは、グラフタイトルを「槽レベル」と入力し、一番下の「ビュー実行時に自動的にウィンドウを表示」 

にチェックマーク  を入れます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 の設定をします。 

ここでは、「ペンレコーダタイプでグラフを表示する」にチェックマーク  を入れます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．タイトルを入力します。 

３． を入れると、「データロガ

ー」が実行された時、自動的

にグラフが表示されます。 

２．グラフの、文字の大きさ・色

／グリットの色の  をク

リックし指定をします。 

２．  を入れるとリアルタイム

表示を行います。チェックマ

ーク  を外すと、グラフ

１プロット毎の表示となりま

す。 

１． それぞれ、  を入れると

ウィンドウに表示されます。



 

 の設定をします。 

ここでは、「ウィンドウのアクティブ化」、「ウィンドウの最大化」に条件を入力します。 

「ウィンドウのアクティブ化」をクリックし反転表示させ、 チェックマーク  （画面下）を入れ 

条件を入力します。条件は、「Ｍ３１＝＝１」です。  をクリックすることにより、 
条件が入力されます。「ウィンドウの最大化」も、同様に同じ条件を入力してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最後に  をクリックしてください。次に、「テーブル作成」のウィンドウが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２． ここをクリックします。 

ウィンドウのアクティブ化は、 

ビュー画面よりグラフ表示する

際、ウィンドウの切り替えを行い

ます。ウィンドウの最大化は、グ

ラフ表示を最大表示にします。 

２．  を入れ条件を入力します。 

 「リモート制御」とは、設定したデバイスが起動することにより、画面にそのデバイ

スに対応したグラフィックを表示する制御です。 



ｂ．「テーブルの作成」：グラフのフォーマットの設定 
 

       の設定をします。 

ここでは、サブタイトルを「表示」と入力します。（トレンドグラフの作成のタイトルと、テーブル作成の

タイトルが合せて表示されます） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 の設定をします。 

ここでは、縦軸を「１０」と入力します。縦レンジが１０分割されます。 

「＜グラフ描画条件＞の、１画面にグラフ表示する横軸は、５分間隔とする」をもとに、横軸の 

１グリッドのプロット数（１グリッド間に表示するデータ数）を「４」と入力します。 

データロギングで収集間隔を５秒としているため、１グリッドのプロット数時間表示は、２０秒間隔と 

表示されます。（５秒＊４＝２０秒）。全グリッド数（横レンジの分割）を「１５」と入力します。 

横レンジが１５分割されます。（１画面にグラフ表示するグリット数は、１５グリッド表示になります。 

すなわち、２０秒（１グリッド間隔）＊１５グリット＝３００秒＝５分の表示する表が作成されます。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．１グリッド間に表示するデー

タ数を指定します。 

１．縦レンジの分割数を  をク

リックし指定します。 

３．横レンジの分割数を指定しま

す。 

４．グラフに表示させたい項目に 

   をいれます。 

タイトルを入力します。 



最後に  をクリックしてください。グラフが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｃ．「デバイス作成」をします。 
データロガーのツリー表示に「表示」というグラフが作成されています。「表示」をクリックすると、 

「表示」が反転表示します。  メニューの「デバイス作成」をクリックします。 
「デバイスの作成」のウィンドウが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ここをクリックします。「デバイス作成」の画面が開きます。 

１．ここをクリックします。 



 

 の設定をします。 
グラフ表示するデバイス及び描画条件を設定します。「割り当てデバイス」には、データロギングで設定 

したデバイスが登録されています。ここでは、槽１のグラフを設定します。割り当てデバイスを「Ｄ１００ 

（生データ）」に設定し、「表示名」に「槽１レベル」と入力します。集計方法は、「瞬時値」にします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 を設定します。 
ここでは、「縦軸レンジの最小と最大」を「０」、「５００」と入力します。「グラフライン」を「青色」に 

します。「項目名の表示位置」を「スケールライン左右」にチェックします。「左側に表示」にチェックマーク 

 を入れ、「右側に表示」のチェックマークはつけません。「分割数」を「１０」と入力し、「目盛桁数」は 

「５」とし、「目盛少数桁数」は「０」とします。スケールは、「実スケール」にチェックマークをつけます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．デバイスを入力します。

２．表示名を入力します。

３．集計方法を選択し  

をクリックします。 

５．“２”または“４”で指定したそれ

ぞれの色を  をクリックし選

択します。 

２．グラフを、描画するラインのマーク

／スタイル／太さ／色を  を

クリックし指定します。 

３．グラフの項目名を表示させる位置を 

 をクリックし指定します。 

４．“１”で入力したレンジの分割数／

目盛桁数（少数桁数）／表示方法を 

／  をクリックし指定しま

す。 

１．縦軸（Ｙ）のレンジを入力します。



  ＊同様に槽２も同じ操作をします。但し、「縦軸レンジの最小と最大」は「０」と「１００」とし、 
グラフの線色を槽 1と違う色（ここでは、「赤色」とします。）に設定してください。 

 

４．設定したデータを保存します。  メニューの「名前を付けて保存」をクリックします。 

ファイル名を入力し、 をクリックします。入力したデータが保存されます。 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「データロガービューデザイナー」の設定は終了です。 
 

ここをクリックすると、「名前を付けて保存」の画面が開きます。 



３３３３．．．．グラフグラフグラフグラフのののの描画設定後描画設定後描画設定後描画設定後のののの表示表示表示表示        （（（（データロギングビューデータロギングビューデータロギングビューデータロギングビュー））））    
    

グラフの描画設定後の表示を行うには、「データロギングビュー」のアプリケーション 
を立ち上げます。 

    デスクトップにある、Ｂｒａｖｏのフォルダをダブルクリックし、 
 

  をダブルクリックすると、アプリケーションが開きます。 
 
 
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「データロギングビュー」：アプリケーションの立ち上げ完了。 
グラフ及び表を表示させるアプリケーションです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１．  メニューより「開く」で、「データロギングビューデザイナー」で保存したデータを開きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．ファイル読み込みと同時に、グラフのウィンドウが表示され描画を始めます。グラフは、最小化になりますが、 

ビュー画面よりグラフ表示スイッチを押すことにより、最大化で表示されます。一度、グラフを×で消去した場合は、

データロギングビューより、表示グラフ名をダブルクリックすることにより、グラフ表示のウィンドウが表示されま

す。 

  （トレンドグラフ） 
 
 
 
 
 
 
（データシート） 

ここをクリックすると、「開く」の画面が開きます。 



  デバイスの設定方法（タグ設定） 

ところで、今まで「ビューデザイナー」、「イベントデザイナー」、「データロガー」で設定してきたデバイス 
ですが、設定したデバイス名では、三菱ＰＬＣのデバイスを読書きすることはできません。 
Ｂｒａｖｏでは、設定してきたデバイスをタグタグタグタグと呼びます。 
三菱ＰＬＣのデバイスとブラボーで設定したタグを、関連付けるため、「タグマネージャ」を使用します。 

 
タグタグタグタグのののの作成作成作成作成（（（（タグマネージャタグマネージャタグマネージャタグマネージャ）））） 

 
タグの作成をするため「タグマネージャ」のアプリケーションを立ち上げます。 
デスクトップにある、Ｂｒａｖｏのフォルダをダブルクリックし、 

 をダブルクリックするとアプリケーションが開きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「タグマネージャ」：アプリケーションの立ち上げ完了。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１．  メニューの「書式を指定して作成」をクリックします。 

タグの作成（書式指定）のウィンドウが表示されます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
ａ．デバイスを入力します。 

ここでのデバイスは、ＰＬＣデバイスのことです。 
今回、使用するＰＬＣ設定一覧は、 

      ＰＬＣタイプ  Ｑシリーズ、ＲＳ－２３２Ｃ通信、ＰＬＣリンクなし 
      Ｍデバイス   Ｍ０～Ｍ１９９ 
      Ｄデバイス   Ｄ０～Ｄ１９９ 
 
 

ここをクリックすると、「タグの作成」画面が開きます。  



 
     まず、“Ｍデバイス”を設定します。 

デバイスの書式を「MELSEC-QnA-C/0/0/FF/0/M%d.b」と入力します。（全て半角） 

（書式の記述は、ヘルプファイルのタグマネージャに記述しています。） 

デバイスの先頭の値を「０」（デフォルトのまま）タグの書式を「M%d」と入力します。 

タグの先頭の値を「０」（デフォルトのまま）生成数を「２００」と入力し  をクリックします。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
タグＭ０～Ｍ１９９がMELSEC-QnA-C/0/0/FF/0/M0～MELSEC-QnA-C/0/0/FF/0/M199と関連付けができました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊同じ様に、Ｄデバイスも設定してください。デバイスの書式は、最後の部分が「D%d.i」となり、タグ
の書式は、「D％d」と入力します。 

デバイスをタグに変換すると、ＰＬＣのデータを直接ブラボーへ書き込む際、「MELSEC-～･･･」

と長い表記を入力する手間がなくなります。また、解かり易く簡潔になります。 

１．ＰＬＣデバイスの書式を入力します。

２．ＰＬＣデバイスの先頭の値を入力し

ます。 

３．タグの書式を入力します。 

４．タグの先頭の値を入力します。

 

５．作成するタグの数を入力します。

 



 

２．入力が終了したら、  メニューの「更新」をクリックします。 

入力したデータが保存されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

タグの設定の完了です。 
タグ設定が終了したら、実際にＰＬＣと通信を行う設定を行います。 
通信を実行するのは、「デバイスサーバ」です。（PLCとの通信方法参照） 

 
 
 
  

ここをクリックします。 



 ＰＬＣとの通信方法（デバイスサーバー） 

タグ設定が終了したら、実際にＰＬＣと通信を行う設定をします。 
通信を実行するのは、「デバイスサーバー」です。 

 
通信通信通信通信のののの実行実行実行実行（（（（デバイスサーバーデバイスサーバーデバイスサーバーデバイスサーバー）））） 
 
通信を行うための設定をします。「デバイスサーバー」のアプリケーションを立ち上げます。 
デスクトップにある、Ｂｒａｖｏのフォルダをダブルクリックし、 

 をダブルクリックするとアプリケーションが開きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「デバイスサーバー」：アプリケーションの立ち上げ完了。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１．  メニューの「動作環境」をクリックします。 

動作環境のウィンドウが表示されます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        

 
 

ここでは、“設定ファイル読み込みと同時に自動実行させる” “実行時にアイコン化する” “終了メニュー、 
ボタンを無効にする” “Alt+F4キーによる終了を無効にする”それぞれにチェックマーク を入れ 
ます。 

      

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

ここをクリックすると、「動作環境」の設定画面が開きます。

  

 “通信間隔”の設定： 例えば、ブラボーと通信を行っている外部機器のデータ更新が １回／５秒 だとす

れば通信時間は５０００ミリ以内に設定すれば通信は必要十分となります。従って、この設定は外部機器のデー

タ更新速度に応じて設定して下さい。 

 をいれると、設定ファイルを読み込むと、自動実行します。

 をいれると、実行後、ウィンドウを最小表示します。

（デバイスサーバは、通信を行うモジュールです。実行中に、

デバイスサーバを見ることは特にないので、最小表示してお

く方がよいです。） 

「アプリケーションの終了」：デバイスサーバーの終了操作に

ついて指定できます。                  

“終了メニュー、ボタンを無効にする”：  をいれると、

終了ボタン  の機能は、無効になります。       

“Ａｌｔ＋Ｆ4キーによる終了を無効にする”：  をいれる

と、キーボードの「Ａｌｔ＋Ｆ4」キーでの終了は無効になり



２．  メニューの「通信機器の選択」をクリックします。 

機器の選択のウィンドウが表示されます。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ａ．今回通信するＰＬＣは、Ｑシリーズ、ＲＳ－２３２Ｃ通信、ＰＬＣリンクなし、 
ＲＳ－２３２Ｃ通信は、通信速度１１５２００ｂｐｓ、データ長７ｂｉｔ、 
ストップビット２ｓｔｏｐ、パリティチェック偶数です。 
通信機器は、「MELSEC-QnA-C (Version 1.0.0.0)」を選択します。 
説明部に、現在選択している通信機器設定が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここをクリックすると、「機器の設定」の画面が開きます。 

  

ここに、現在選択している通信機器設

定が表示されます。 

 をクリックし、選択します。 



 
ｂ．通信設定を行います。  をクリックします。 

「条件設定」のウィンドウが表示します。  をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

ここをクリックします。 

  
ポート番号：パソコンのシリアルポートナンバーです。 

ＣＯＭ１、ＣＯＭ２という表現で表します。

ボーレイト：パソコンとＰＬＣとの通信速度の設定です。Ｐ

ＬＣと設定を合わせる必要があります。 

データ長 ：パソコンとＰＬＣとのデータ表記の設定です。

ＰＬＣと設定を合わせる必要があります。 

パリティチェック：パソコンとＰＬＣとのデータエラーチェ

ックの設定です。ＰＬＣと設定を合わせ

る必要があります。 

ストップビット：パソコンとＰＬＣとのデータ転送タイミン

グの設定です。ＰＬＣと設定を合わせる必

要があります。 

ここをクリックすると、「条件設定」の画面が開きます。  



 

 

「シリアルポートの設定」のウィンドウが表示します。パソコンの通信ポートの設定及び、ＰＬＣとの通信設定を行います。

ＰＬＣとの通信を合わせるように、シリアル通信の設定を行います。 

 

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

最後に  をクリックし、「条件設定」画面、「機器の設定」画面も  をクリックします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＰＬＣのＲＳ－２３２Ｃ通信の設定は、 

ボーレイト：１１５２００ 

データ長： ７ 

パリティチェック：偶数 

ストップビット：２      です。 

それぞれ、  をクリックし、指定します。

受信タイムアウトとリトライ回数はデフォ

ルトのままです。 

ポート番号は、各パソコンにより違いますので、パソコ

ンのシリアルポート番号を確認してください。 



 
２．作成したデバイスサーバーのデータを保存します。 

 メニューの「名前を付けて保存」をクリックします。ファイル名を入力し、  
をクリックします。入力したデータが保存されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
デバイスサーバーの設定完了です。 
「実行」を行ってください。ＰＬＣと通信を始めます。 

ここをクリックすると、「名前を付けて保存」の画面が開きます。 

  



     メーラの作成方法 

メーラメーラメーラメーラとはとはとはとは、、、、電話回線電話回線電話回線電話回線をををを使使使使ってってってって情報情報情報情報をををを、、、、携帯電話携帯電話携帯電話携帯電話・・・・パソコンパソコンパソコンパソコンにににに通知通知通知通知、、、、またはまたはまたはまたは、、、、問問問問いいいい合合合合わせがわせがわせがわせが    
できるできるできるできる機能機能機能機能ですですですです。。。。    
    ・・・・設定設定設定設定したしたしたしたデバイスデバイスデバイスデバイスにににに対応対応対応対応したしたしたした ON,OFFON,OFFON,OFFON,OFF／／／／ON,OFFON,OFFON,OFFON,OFFがががが意味意味意味意味するするするする状況状況状況状況ののののメッセージメッセージメッセージメッセージ、、、、    

データデータデータデータ数値数値数値数値／／／／そのそのそのその数値数値数値数値がががが意味意味意味意味するするするする状況状況状況状況ののののメッセージメッセージメッセージメッセージをををを、、、、メールメールメールメールでででで送信送信送信送信できるできるできるできる。。。。    
（（（（イベントイベントイベントイベント送信機能送信機能送信機能送信機能））））    

・・・・設定設定設定設定したしたしたした時刻時刻時刻時刻及及及及びびびび設定間隔毎設定間隔毎設定間隔毎設定間隔毎ににににメールメールメールメールをををを送信送信送信送信できるできるできるできる。。。。                （（（（スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール送信機能送信機能送信機能送信機能））））    
・・・・各端末各端末各端末各端末からからからから PLCPLCPLCPLCデバイスデバイスデバイスデバイス、、、、ブラボーブラボーブラボーブラボー内部内部内部内部デバイスデバイスデバイスデバイスのののの、、、、現在値現在値現在値現在値のののの確認及確認及確認及確認及びびびび現在値現在値現在値現在値のののの変更変更変更変更がががが    
できるできるできるできる。。。。                                                                                                    ((((リリリリクエストクエストクエストクエスト機能機能機能機能））））    

 
 
 
次のメールの作成、送受信をする場合．以下の手順で行ってください。 

 
＊槽１のレベルが（L）になった時、Bravoが稼動中のパソコンより自動的に、他のパソコンへメールを 
送信します。（イベント送信） 

 
＊１時間毎に槽１のレベル現在値を、Bravoが稼動中のパソコンより自動的に、他のパソコンへ通知 
（メール送信）します。（スケジュール送信） 

 
＊他のパソコンより、Bravoが稼動中のパソコンへメールを送信し、槽１のレベル現在値の問い合わせ、 
及び、レベル設定を変更します。（リクエスト機能） 
 
＜例：スケジュール送信＞ 

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

本文の入力方法、＜手順手順手順手順２２２２、、、、３３３３＞参照



    
    
手順手順手順手順１１１１．．．．メーラメーラメーラメーラ基本設定基本設定基本設定基本設定    （（（（メールメールメールメールをををを送信送信送信送信するためのするためのするためのするための、、、、基本設定基本設定基本設定基本設定をををを行行行行いますいますいますいます。）。）。）。）    
手順手順手順手順２２２２．．．．イベントイベントイベントイベント送信設定送信設定送信設定送信設定    （（（（設定設定設定設定したしたしたしたデバイスデバイスデバイスデバイスにににに対応対応対応対応したしたしたした ON,OFFON,OFFON,OFFON,OFF／／／／ON,OFFON,OFFON,OFFON,OFFがががが意味意味意味意味するするするする    

状況状況状況状況ののののメッセージメッセージメッセージメッセージ、、、、データデータデータデータ数値数値数値数値／／／／そのそのそのその数値数値数値数値がががが意味意味意味意味するするするする状況状況状況状況のののの    
メッセージメッセージメッセージメッセージをををを、、、、メールメールメールメールでででで送信送信送信送信しますしますしますします。）。）。）。）    

手順手順手順手順３３３３．．．．スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール送信設定送信設定送信設定送信設定（（（（設定設定設定設定したしたしたした時刻及時刻及時刻及時刻及びびびび設定間隔毎設定間隔毎設定間隔毎設定間隔毎にににに、、、、メールメールメールメールのののの送信送信送信送信をををを行行行行いますいますいますいます。）。）。）。）    
手順手順手順手順４４４４．．．．メーラメーラメーラメーラのののの起動起動起動起動／／／／停止停止停止停止（（（（メールメールメールメールをををを送受信送受信送受信送受信するためにはするためにはするためにはするためには、、、、メーラメーラメーラメーラをををを起動起動起動起動させるさせるさせるさせる必要必要必要必要がありますがありますがありますがあります。）。）。）。）    
手順手順手順手順５５５５．．．．リクエストリクエストリクエストリクエスト機能機能機能機能についてについてについてについて（（（（各端末各端末各端末各端末からからからから PLCPLCPLCPLCデバイスデバイスデバイスデバイス、、、、ブラボーブラボーブラボーブラボー内部内部内部内部デバイスデバイスデバイスデバイスのののの、、、、現在値現在値現在値現在値のののの    

確認及確認及確認及確認及びびびび現在値現在値現在値現在値のののの変更変更変更変更をををを行行行行いますいますいますいます。。。。）））） 
 

 

＜使用するデバイスを、仮に下記のように、設定したものとして進めます。＞ 

  

Ｍ１０２ 槽１ﾚﾍﾞﾙＬﾗﾝﾌﾟ Ｄ１００ 槽１ﾚﾍﾞﾙ 



メーラメーラメーラメーラのののの作成手順作成手順作成手順作成手順    
        
  １．メーラを作成するには、「メーラ」のアプリケーションを立ち上げます。 
   デスクトップにある、Ｂｒａｖｏのフォルダをダブルクリックし、 

 をダブルクリックすると、アプリケーションが開きます。 
   
   
     

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

「メーラ」：アプリケーションの立ち上げ完了。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
１１１１．．．．メーラメーラメーラメーラ基本設定基本設定基本設定基本設定        
１． メール送信者、Bravoが稼動中のパソコンのアドレスを設定します。 

 メニューの「環境設定」をクリックします。環境設定のウィンドウが表示されます。 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここをクリックすると「環境設定」の画面が開きます。 



 
ａ．メール送信者、Bravoが稼動中のパソコンの「サーバ情報」と「接続」方法を設定します。 
 

 タブの設定が表示されています。「サーバ情報」と「接続」方法を入力します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
ｂ．送受信の基本設定 

  のタブをクリックします。「送受信」の設定項目が表示されます。 

“イベントメッセージ”のバッファ送信間隔“と“リクエスト受信のチェック間隔”を設定します。 
リクエスト受信には、オプション設定として、“オフライン時にはチェックしない”“メッセージ送信

時にチェックを行う”が設定できます。 

““““イベントメッセージイベントメッセージイベントメッセージイベントメッセージ    バッファバッファバッファバッファ送信間隔送信間隔送信間隔送信間隔””””：：：：「イベントメッセージ設定」画面に

おいて、イベントメッセージの送信方法を“直ちに、送信する”と“バッファリン

グする”のいずれかから選択します。“直ちに、送信する”は、イベント条件成立

する毎に、メールを送信する機能です。“バッファリングする”は、イベント条件

成立時に、メール本文等を一時保存（バッファ）しておき、メーラ EXE.が実行さ
れてから、設定されている間隔毎にバッファのメールをチェックし、バッファのメ

ールがあれば、送信する機能です。その“バッファリングする”を選択している場

合、バッファのメール送信間隔を、“バッファバッファバッファバッファ送信間隔送信間隔送信間隔送信間隔””””で設定します。 
““““リクエストリクエストリクエストリクエスト受信受信受信受信ののののチェックチェックチェックチェック間隔間隔間隔間隔””””：：：：リクエスト受信とは、携帯電話または、パ

ソコンから送られて来るメーラへの問い合わせです。（リクエストメール） その

リクエストメールを、メーラが実行されてから、確認する間隔を““““チェックチェックチェックチェック間隔間隔間隔間隔””””

で設定します。  

メール送信サーバを入力します。

メールユーザＩＤ（メールアカウ

ト）及び、パスワードを入力しま

す。 

メールを外部へ送受信する方法

を設定します。 

（ダイアルアップ接続を行う場

合は、モデムの設定を行う必要が

あります。） 

メール受信サーバを入力します。



 
ここでは、デフォルトのまま設定します。（下記図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
ｃ．通信ログの表示・保存の設定。 

 のタブをクリックします。メール送受信のログをウインドウに表示させる場合、

及びファイルに保存する場合に設定します。 ここでは、特に指定しません。 

 を入れると、接続中のみリクエスト

受信を有効にします。 

 を入れると、Bravo が稼動中のパソ

コンからメール送信時に、外部からのリク

エスト受信のチェックを行い、また、“チ

ェック間隔”が指定されている場合は、そ

の間隔に従い、チェックを行います。 

 を入れると、通信ログをウインド

ウ下に表示します。 

 を入れると、通信ログをセット・

アップで指定したブラボーのインスト

ール先に保存します。 

ファイル名は、「ＣＴＡ_ＭＬ．ＴＸＴ」

です。 



 
ｄ．添付画像ファイルの設定 

         のタブをクリックします。「その他」の設定項目が表示されます。 

メール送信において、「スクリーンショット」（プリントスクリーン）を添付する事ができ 
ます。「スクリーンショット」の画像解像度を、「高」「中」「低」から選択し設定します。 
「高」の順から解像度が鮮明ですが、ファイルサイズは大きくなります。 
ここでは、デフォルト（高）のまま設定します。（下記図） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

設定が終了したら、  をクリックします。 

スクリーンショットスクリーンショットスクリーンショットスクリーンショット：：：： メール送信（イベント送信及びスケジュール送信）において、送

信条件成立時点の画面を「ｊｐｇ」ファイルにすることです。 



  ２．受信者の設定 
     リクエスト受信は、リクエストを送信する側のメールアドレスを、アドレス帳に登録しないと、 

リクエストを受付けません。 

      メニューの「アドレス帳」をクリックします。新規入力は、「追加」をクリックします。 

    「ユーザ設定」のウィンドウが表示されます 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここをクリックすると「アドレス帳」の画面が開きます。 

 

ここをクリックすると「ユーザ設定」の画面が開きます。 



 
名前・メールアドレスを入力します。オプションに、「次のサイズを超えるメッセージは分割して送

信する」と「添付ファイルは送信しない」が選択できます。 
       ここでは、仮に、名前“ｂｒａｖｏ”，メールアドレス“Ｂｒａｖｏ＠ｇ－ｉｔａ”とします。 

        オプションの設定はしません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

設定が終了したら、  をクリックします。 

 を入れると、添付ファイルは送信しません。

送信先が、携帯電話等、添付ファイルを認識でき

ない場合に設定します。メッセージ作成時の 

添付ファイル           に、 

 

  
チェックが入っていても無効になります。

 を入れると、指定するバイト数を超える

とメッセージを分割して送信します。送信先

のメールサーバにより、1 件当たりのメ
ールサイズに制限があるときに設定し

ます。分割して送信したメールは、受信

者が受信することにより、１メールとし

て結合します。送信先を確認の上、設定

してください。 



２２２２．．．．イベントイベントイベントイベント送信設定送信設定送信設定送信設定    
    メニューの「新規イベントメッセージ」をクリックします。 

      新規イベントメッセージ入力画面が表示されます。 
    

    
    
    
    
    
    
    

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

           
 

“名称”、“送信先”、“件名”、“本文”、“送信条件”を設定します 
      ここでは、槽１レベルが（Ｌ）になると、以下のメッセージを送信します。 

ａ．名称：槽１レベル  

ｂ．送信先：ａｂｃ．ｄ＠ｅｆｇ   

ｃ．件名：槽１レベル（Ｌ） 

ｄ．本文：「２００３/０７/１５ １１:０３:１５ 槽１レベルは、１００ℓです。 

     レベル（Ｌ）になりました。」  

ｅ．送信条件：Ｍ１０２（レベル（Ｌ）ランプ） ＯＮ時、直ちに送信する  

                               と作成します。 

            ・添付ファイルはつけません。（「添付ファイル」にチェックマークを入れることにより、 

添付ファイル設定が可能です。添付ファイルには、「スクリーンショット 」と 

「ファイル選択 」とがあります。    

ここをクリックすると、「新規イベントメッセージ」作成画面が開きます。 



ａ．“名称”は、覚えやすい名称を入力してください。名称は、送信されません。 
 

ｂ．“送信先”は、メールを送信するアドレスを直接入力するか、アドレス帳より選択してく 
ださい。送信先は、複数送信可能です。 

    
＜アドレス帳より選択する方法＞ 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

    
    
 

 

 

 

 

 
    
    
    
    
    
    

ｃ．“件名” 送信メールの件名です。直接入力します。 
 
ｄ．“本文” 送信メールの本文です。イベント発生時刻やデータの内容も、本文に付け加えること

が可能です。 
 

ここでは、「「「「２００３/０７/１５ １１:０３:１５（イベント発生時刻） 槽１レベルは、１００（槽１レベル

表示デバイス：Ｄ１００の数値データ）ℓです。レベル（Ｌ）になりました。」」」」と入力しますが、

この場合、イベント発生時刻とＤ１００の数値データの入力方法は次のようになります。 

      

１．“送信先”をクリックします。

2．  メニューの「送信先」

をクリックすると、アドレス帳

の画面が開きます。 

3．送信先アドレスに、  チェ

ックマークを入れ、  

をクリックすると、送信先にアド

レスが入力されます。 



    
＜イベント発生時刻の入力方法＞    

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

    
    
    
    

 

 

１．  メニューの「本文ウィ

ザード」をクリックし「日時

」、をクリックすると、日

時の入力の画面が開きます。 

2．  をクリックし、番号０～２０

より選択します。  を

クリックすると入力されます。

3．本文では、 
｛ｔ（０）｝ 

 
 

と表示されます。

日時 書式番号 



 

＜Ｄ１００の数値データの入力方法＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
    
    
    
    

    
    
    
    
    
    
    
    
    
送信するメール本文を、「プレビュー」で確認することができます。 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

      

１．  メニューの「本文ウィ

ザード」をクリックし「タグ

」、をクリックすると、タ

グの入力の画面が開きます。 

2．タグ名（D100）を入力します。直接入力、または、  をクリックし選択

します。 

  “書式”は、数値データの表示桁数（全桁数：３）を入力します。全桁数

とは、小数点・小数点以下を入れた桁数です。  をクリックす

ると入力されます。

3．本文では 
｛ｖ（%3.0f､D100）｝ 

        

 

 
 
 

と表示されます。 

１．  メニューの「本文ウィ

ザード」をクリックし「プレビュ

ー 」、をクリックすると、本

文プレビュー画面が開きます。

タグ

書式 

（全桁数：３） 

（小数点以下：０） 

タグ名 



ｅ．“送信条件” タグ名を入力します。入力したタグの条件（ＯＮ／ＯＦＦ）を、送信条件と 
      しイベントメッセージを送信するように設定します。 

ここでは、槽１レベルＬになれば（Ｍ１０２がＯＮ）イベントメッセージを 
直ちに送信します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
      
 イベントメッセージの作成完了です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1．タグ名（Ｍ１０２）を入力、また

は、  をクリックし選択しま

す。 

2．入力したタグ（Ｍ１０２）が、Ｏ

Ｎまたは、ＯＦＦに変化した時

を、送信する条件とします。 

 にチェックマークを入れ選

択します。 

3．イベントメッセージを送信するタイミングを選択します。 

“直ちに送信する”は、送信条件が成立したタイミングで送信

します。 

  “バファリングする”は、イベント条件成立時に、メール本

文等を一時保存（バッファ）しておき、メーラＥＸＥ．が実

行されてから、バッファに設定されている間隔毎（間隔は、

「環境設定」で設定します。）にバッファのメールをチェック

し、バッファにメールがあれば、送信します。どちらかに  

チェックマークを入れ選択します。 



 
イベント発生時、Ｂｒａｖｏが稼動中のパソコンから自動的に、他のパソコンへメールを送信します。 

ここでは、槽１レベルが（Ｌ）になれば（Ｍ１０２がＯＮ）、イベントメッセージを、直ちに 
送信します。送信先の受信メール本文は、下記のようになります。 

 

＜パソコンの受信メール＞ “Windows XP”，“Outlook Express”で受信した場合。 
 
 

Bravo@g-ita.co.jp       

abc.d@efg 



３３３３．．．．スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール送信設定送信設定送信設定送信設定    
    メニューの「新規スケジュールメッセージ」をクリックします。 

      新規スケジュールメッセージ入力画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
“名称”、“送信先”、“件名”、“本文”“送信条件”を設定します 

      ここでは、槽１レベルを、１時間毎に送信します。 

ａ．名称：槽１レベル  

ｂ．送信先：ａｂｃ．ｄ＠ｅｆｇ   

ｃ．件名：槽１レベル数値 

ｄ．本文：２００３/０７/１５ １１:００:２９時点の槽１レベルは、３００ℓです。 

ｅ．送信条件：０時０分～２４時０分の間、１時間毎に送信します。  

                               と作成します。 

 

            ・添付ファイルはつけません。（「添付ファイル」にチェックマークを入れることにより、 

添付ファイル設定が可能です。添付ファイルには、「スクリーンショット 」と 

「ファイル選択 」とがあります。 
 

“ａ．名称”～“ｄ．本文”までは、「イベントメーッセージ作成」と同様の入力方法です。 

       

ここをクリックすると、「新規スケジュールメッセージ」作成画面が開きます。 



ｅ．送信条件は、「インターバル」もしくは「指定時刻」が設定できます。 
 
 
 
 
         ここでは、０時０分～２４時０分の間、１時間毎に送信します。この場合、“インターバル”で 

送信条件を設定します。 

＜インターバル＞ 

 
 
 
 
 
          ＜指定時刻＞ 
 
 
 
 
 
   
 
 

スケジュールメッセージの作成完了です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

““““インターバルインターバルインターバルインターバル””””：：：： 設定された時間の間、設定された間隔毎にメールを送信します。 

““““指定時刻指定時刻指定時刻指定時刻””””：：：： 設定された時間に、メールを送信します。 

 にチェックマークを入れ時間の指定をし

ます。 

 にチェックマークを入れ、時間を入力し、

 をクリックすることにより、設定

されます。 



 
設定、または、指定された時刻に、Ｂｒａｖｏが稼動中のパソコンから自動的に、他のパソコンへ 
メールを送信します。 

ここでは、一時間毎に、メールを送信します。送信先の受信メール本文は、下記のようになります。 
 

＜パソコンの受信メール＞ “Windows XP”，“Outlook Express”で受信した場合。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Bravo@g-ita.co.jp       

abc.d@efg 



 
4444．．．．メーラメーラメーラメーラのののの起動起動起動起動／／／／停止停止停止停止    

１．設定がすべて終了したら、  メニューの「設定の保存」をクリックし、保存して 

ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 

２．「デバイスサーバ」が動作（ＲＵＮ）状態で、メーラの起動を行います。 

 メニューの“サービス開始  ”をクリックします。メーラ機能が起動

します。停止するときは、“サービス停止  ”をクリックします。メーラ機能が停止

します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

ここをクリックします。設定の保存 

の完了です。 

ここをクリックします。「サービスの 

開始／停止」をします。 



 
３．メーラ起動中、「イベント送信」機能や「スケジュール送信」機能を行わずに、 

直接メール送信できます。 
       メーラ画面中の設定項目ツリー表示において、送信する名称にカーソルを合わせ、 

 メニューの「手動送信」をクリックします。 
送信確認ウィンドウが表示します。  をクリックすると、メールを送信します。 

 

送信するメッセージ名称にカーソル 

を合わせます。 

「手動送信」をクリックします。 

送信の確認ウインドウが開きますの

で、送信する場合は、  を、

送信しない場合は、  を

クリックします。 



    
５５５５．．．．リクエストリクエストリクエストリクエスト機能機能機能機能についてについてについてについて 

     メーラの機能に、リクエスト機能があります。 
     パソコンや携帯端末より、Ｂｒａｖｏが稼動中のパソコンへ、リクエストメールを送信し、  

Ｂｒａｖｏが稼動中のパソコンが、返信メールを自動的に行う機能です。 
     その機能は、「現在値の取得」と「現在値の変更」です。 
 
      
 

リクエストリクエストリクエストリクエスト機能機能機能機能のののの基本基本基本基本ルールルールルールルール及及及及びびびび送信手順送信手順送信手順送信手順    
１．パソコンや携帯端末（リクエスト要求者）のメールアドレスが、Ｂｒａｖｏが稼動中の 

パソコンのアドレス帳に登録済みのこと。（１．メーラ基本設定：受信者の設定、参照） 
 
＜手順１＞ 宛先のアドレスを、登録されている、他のパソコンや携帯端末の 

メールアドレスにします。 
      ＊アドレス帳に登録されていないと、問い合わせできません。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
２．パソコンや携帯端末（リクエスト要求者）からの、メールの件名が「Bravo Message」の 

こと。 
 
＜手順２＞ 件名を、「Bravo Message」にします。 

＊入力ミスまたは、他の件名を入力しても、問い合わせできません。 

 
        

<手順３＞ 本文を作成し、送信します。 
 

    



「「「「現在値現在値現在値現在値のののの取得取得取得取得」」」」をををを行行行行うにはうにはうにはうには・・・・・・・・・・・・    
      メール本文に、規定の書式を入力することにより可能です。 
      書式は、 {V(タグ名)} です。Ｖは大文字、小文字どちらでも可です。但し、すべて半角入力 

です。 
      タグ名は、数値を扱うタグ名にしてください。メール本文に絡めることも可能です。 

   
メール本文例： 
例えば、Ｄ１００の現在値を「２３４」とします。 
D１００の現在値を知りたい場合。送信メッセージは、「D100＝{V(D100)}」と入力し、 
リクエストメールを送信します。 
 
 
 
 
 
返信メッセージは、メーラが返信する時点のＤ１００の現在値（ここでは、現在値：２３４）

が、「D100=234」と返信されます。 
 
 
 
 
 

 
＊又、現在値は、固定値（現在値以上の整数桁数）で取得するのも可能です。その際、書式が 
変わります。書式は、{V(“%0nd”,タグ名)} です。ｎは桁数。桁設定の場合は桁部を「“”」 
（ダブルコーテーション）で囲います。 
%0nd桁部とタグ名の間に「，」（カンマ）を入力します 
 
例えば、 
現在の固定値の２桁を取得する場合は、“%02d”と設定しますが、現在値が３桁の場合、 
全桁が返信されます。 
メール本文例： 
ここでは、Ｄ１００の現在値を「２３４」とします。 
Ｄ１００の固定値２桁を知りたい場合。送信メッセージは、「{V(“%02ｄ”,D100)}」と 
入力し、リクエストメールを送信します。 
 
 
 
 
 

他のパソコンから、Ｂｒａｖｏが稼動中のパソコンへの送信メール 

Ｂｒａｖｏが稼動中のパソコンから、他のパソコンへの返信メール 

他のパソコンから、Ｂｒａｖｏが稼動中のパソコンへの送信メール 



 
返信メッセージは、メーラが返信する時点のＤ１００の現在値（ここでは、固定値：２３４）

が、「234」（全桁：３桁）と返信されます。 
 
 
 
 
 
 
 
例えば、 
現在の固定値の５桁を取得する場合は、“%05d”と設定しますが、現在値が３桁の場合でも、 
５桁の数値が返信されます。 
メール本文例： 
例えば、Ｄ１００の現在値を「２３４」とします。 
Ｄ１００の固定値５桁を知りたい場合。送信メッセージは、「{V(“%0５ｄ”,D100)}」と入力し、
リクエストメール送信します。 
 
 
 
 
 
 
返信メッセージは、メーラが返信する時点のＤ１００の数値（ここでは、固定値：２３４）が、

「00234」（５桁）と返信されます。 
 
 
 
 
 

他のパソコンから、Ｂｒａｖｏが稼動中のパソコンへの送信メール 

Ｂｒａｖｏが稼動中のパソコンから、他のパソコンへの返信メール 

Ｂｒａｖｏが稼動中のパソコンから、他のパソコンへの返信メール 



 
「「「「現在値現在値現在値現在値のののの変更変更変更変更」」」」をををを行行行行うにはうにはうにはうには・・・・・・・・・・・・    

      メール本文に、規定の書式を入力することにより可能です。 
      書式は、{C(変更値,タグ名)} です。Cは大文字、小文字どちらも可です。 

但し、すべて半角入力です。  
タグ名は、数値を扱うタグ名にしてください。変更値とタグ名の間は、「，」（カンマ）を入力し

ます。メール本文には、書式のみ記述してください。 
       

メール本文例： 
例えば、Ｄ１００の数値を現在値「２３４」から「４５６」に変更する場合。 
送信メッセージは、「{C（456,D100}」と入力し、送信します。 
 
 
 
 
 
 
返信メッセージは、Ｄ１００に「４５６」のデータをセットされたことを示すメッセージ、 
「D100＝456＞234（OK）」が返信されます。 

 
 

 
 

他のパソコンから、Ｂｒａｖｏが稼動中のパソコンへの送信メール 

Ｂｒａｖｏが稼動中のパソコンから、他のパソコンへの返信メール 
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